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はじめに 美容整形を取り巻く矛盾
2012 年 7 月､ アメリカのファッション雑誌 『セブンティーン』





にフランスでは 2017 年 10 月に､ 広告やファッションイメージなど
に使用される加工が施された人物写真に､ ｢この写真は修正してあ

















一方､ 国際美容外科学会 (ISAPS) は､ 2016 年に全世界で行な
われた美容整形手術の件数が 23,626,909 件であったことを発表し
た (外科手術 10,417,370 件､ 非外科的手術 13,209,539 件)1｡ この数




を示唆しているのだろうか｡ ナオミ・ウルフは 『美の陰謀』 にて､
美容産業には ｢女性は美しくなければいけない｣ という ｢美の神話｣
を作り出し､ 美の水準を引き上げ続けることで個々人の身体に対す
る劣等感を煽る ｢脅しのメカニズム｣ (Wolf, The Beauty Myth
285) が存在すると指摘した｡ しかし上記の矛盾を生み出している
のは､ 果たして本当に非現実的な美しさへの強迫観念を与える ｢脅
しのメカニズム｣ だけなのか｡ アレックス・クチンスキーは 『ビュー
ティー・ジャンキー』 にて､ 美容整形の普及によって ｢美が平凡な
ものになってしまう危険性｣ (Kuczynski, Beauty Junkies 154)
を危惧したが､ この指摘が現実化してきていると考えられる｡ つま






体を定義し直してしまう｣ (Freedman, Beauty Bound 53, 強調筆
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者) と述べ､ 異常なまでに高められた美の基準が､ いまや ｢正常｣
な身体の基準となってきたことを示唆した｡ この意味で美容整形は､
そこに到達できない自然な身体を ｢異常｣ あるいは ｢逸脱｣ とみな
すような逆説的状況を作り出すことによって､ ｢正常｣ な身体への
到達手段としての役割を担うようになってきたのではないか｡
美容整形の領域において､ ｢正常｣ という語は ｢自然｣ や ｢普通｣
をも含意する､ 極めて曖昧なものである｡ 本論で明らかにしたいの
は､ どのような身体の形象が ｢正常｣ とみなされるのかという問題
ではない｡ 本稿の目的は､ 美容整形についての言説の内部で､ ｢正
常｣ な身体がどのような枠組みで語られ､ 描かれ､ 見せられている
かを紐解いていくことにある｡ ｢正常｣ な身体は､ どのように定義
され､ 定義し直されていくのか｡ そしてある身体が美容整形によっ




1 . ｢正常｣ な身体の変遷
美容整形 (aesthetic/cosmetic surgery) とそれによって意味づ
けられる身体の様相を探るには､ 形成外科手術 (plastic surgery)
の歴史を確認する作業が必要不可欠である｡ というのも美容整形と
は､ 形成外科から派生したものだからだ｡ アレックス・クチンスキー
が述べるように､ 形成外科は ｢元来､ 美貌を目指して生まれたので
はない｣ (87)｡ 元々それは､ 身体を ｢正常｣ な状態に復元するため
の再建手術 (reconstructive surgery) であった｡ サンダー・ギル
マによれば､ 16 世紀終盤には当時流行した梅毒によって欠けてし
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まった ｢非審美的 (unaesthetic)｣ な鼻を修復する手術が出現し､
これが現在呼称される ｢美容整形｣ の先駆けとなった (Gilman,
Making the Body Beautiful 10) が､ ｢近代美容外科の父｣ とも呼
ばれるチャールズ・C・ミラーらが登場し､ 美容目的の形成手術を








Plastic Beauty 16)｡ その後イタリアの形成外科医ガスパロ・タリ
アコッチは､ 16 世紀にイタリアで流行した決闘や喧嘩で負傷した
鼻を復元する手術を推し進め､ ｢近代形成外科の父｣ (16) と形容さ
れるほどにその技術を発展させた｡ スシュルタの例同様に､ ｢欠け
た鼻､ 壊死した鼻､ 切り落とされた鼻､ 病気で変形した鼻とは､ 売
春婦､ 敗者､ 生物学的不適格者の印｣ (Kuczynski 93-94) であっ































身体が ｢正常｣ な身体としての輪郭を獲得する過程を､ 次のように
説明する｡
概念上 ｢正常｣ とされる形から逸脱した身体は､ 逸脱している
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がゆえに､ 見る者に身体性を強く意識させることになる｡ そし
てその ｢逸脱｣ をテクノロジーによって ｢修復｣ された身体は､
修復されているがゆえに､ 逆に規範としての ｢正常さ｣ を指し
示すこととなるのだ｡ (高野, 『引き裂かれた身体』 57)
高野が指摘するように､ 負傷した身体は形成手術によって ｢正常｣
な状態へと復元されるが､ この ｢正常｣ の配備は回復される前の身
体を遡及的に ｢逸脱｣ した身体として意味づける｡ つまり､ 形成手
術による ｢正常｣ な状態への復元とは､ 身体を ｢その社会の中で受





ないもの｣ として退けようと試みた｡ ハイケンによれば､ 当時のア
メリカ医師会 (AMA) は､ 儲け主義であり､ 美容目的の手術をお
こない､ 医学会に属さない医者を ｢にせ医者｣ とみなす世論を広め
ようとした (Haiken 144)｡ 形成外科学確立の背後には､ 美を目的
とした手術をおこなう医師を排除することで､ 逆に ｢真の形成外科
学｣ としての再建手術を強調する目論見が存在していたのだ｡ 第二
に､ 19 世紀末頃に登場した ｢患者をより美しくするため｣ の形成
手術は､ ピューリタン的道徳やヒポクラテスの誓いに背く ｢人間の
極めて浅薄で罪深い衝動に迎合するもの｣ (Kuczynski 97) と考え
られていた｡ 第三に､ 谷本奈穂が挙げるように ｢身体を自分以外の
誰か (神であれ親であれ) がもっているという意識があった｣ (谷
本, 『美容整形と化粧の社会学』 14)｡ つまり､ 健康な身体にメスを
入れ､ 親や神から授かった身体を傷つけるなど言語道断だとする考
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ていった (Kuczynski 99)｡ つまり形成外科学が排除しようと試み
た､ 積極的に美容整形の広告を打ち出する医師らの活動によって､
｢アメリカ人は形成外科医の存在を知り､ そのイメージを固めた｣





｢劣等感｣ の概念がアメリカで熱狂的に支持された 1920 年代から
30 年代､ ｢肉体的欠陥に劣等感をもつ患者たちは､ そのせいで経済




誌でも美容整形による変身願望が煽られた (161)｡ また ｢第一印象｣
が失敗と成功を分けるという神話も､ 1920 年代末に広告メディア
によって打ち出され､ 美容業界の推進力となった (166-167)｡ こう
して美容整形は､ ｢外見における美／醜という軸を､ 健康／病気と
いう軸に重ね合わせるのに成功した｣ (谷本 15)｡ そして､ 外見的
美容整形と ｢正常｣ な身体の枠組み 7
に劣るとされる身体を精神的な問題 劣等感､ コンプレックスや
不幸な理由 を抱える ｢逸脱｣ として病理化することで､ 美容整








1967 年には ASAPS (アメリカ美容外科学会) が設立され､ 美容
整形は形成外科の一領域として確立された｡ こうして美容整形は､
外見に問題があるとされる ｢逸脱｣ した身体を､ 劣等感やコンプレッ
クスを持たず､ 性的魅力があり､ 社会的・経済的な安定を手にでき
る ｢正常｣ な状態へと矯正するものとして､ 形成外科学の中に組み
込まれていった｡ 換言すれば､ ｢正常／逸脱｣ モデルに吸収される
ことによって､ 美容整形はそれ自体に付与された汚名を払拭するこ
とに成功したのである｡




地位を担うまでに成長した (Steinhoff, Transforming Bodies 46)｡
しかし 20 世紀後半には､ 美容整形を含む美容産業全体に対する批
判が､ とりわけフェミニズムの領域で盛んになる｡ ナオミ・ウルフ
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イエットなどを強要する ｢脅しのメカニズム｣ (Wolf 285) が存在









成が起こらざるを得なくなる｡ (Freedman, Beauty Bound 52)
フリードマンの述べる通り､ 美の基準が社会・文化的に変化し続け
る以上､ たとえ ｢正常｣ な容姿の持ち主であったとしても､ その外
見がその時代における美の基準にそぐわなくなった途端､ 身体は
｢逸脱｣ の領域に引きずりこまれてしまう｡ 同時にフリードマンの
論考は､ ウルフの言う ｢美の神話｣ によって ｢逸脱｣ とみなされた
身体が､ 美容整形などの美容術によって ｢正常｣ な状態へと矯正さ
れると､ 美しさがその社会に応じて均質化されていくことも示して
いる｡
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身体を加工対象として管理する ｢美の神話｣ は､ ミシェル・フー





用の関係を強制する｣ (Foucault 151) 権力である｡ さらにフーコー
は､ 規律によって統治される身体は ｢従順な身体｣ であると考え､
それは ｢服従させうる､ 役立たせうる､ つくり替えて完成させうる｣
(142) 身体として拘束されると論じた｡ フーコーによる規律概念を
美と身体の関係に適用するスーザン・ボルドーは､ 美容産業におけ
る自己変革 (self-transformation) を ｢単に主体を変革させるだ
けでなく正常化 (normalize) する実践｣ (Bordo, Unbearable
Weight 255, 拙訳) と表現した｡ すべての身体改革が同じではな
いし､ また文化的／歴史的コンテクストに応じて要求される身体イ
メージは異なる｡ けれども個人の不十分さや欠如という文脈におい
て､ 美は女性を ｢正常化 (normalization)｣ させる強力な規律と
して機能するのである (255-256)｡ キャスリン・ポルティ・モーガ
ンもまた､ フーコー的な ｢従順な身体｣ への権力が､ 科学技術の美
の要請に尽力する西洋の産業化された文化を通じて拡散されている
と指摘する (Morgan, "Women and the Knife" 154)｡ 社会・文化
的に定められた美の基準を満たさない身体に対して劣等感を煽る
｢美の神話｣ は､ 身体を統括する規律＝権力として解釈できる｡ そ
して美容整形によって ｢正常｣ な状態へ修正されるべきとみなされ




[. . .] 主体を認可し､ 主体をおぞましきものから差異化する文化の
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秩序｣ (Butler, Gender Trouble 236) である｡ つまり ｢正常｣ な
身体を定めるのは ｢逸脱｣ とみなされるものの棄却であり､ ゆえに
｢正常｣ な身体とは ｢逸脱ではないもの｣ としてのみ表出される｡




らこそ ｢従順な身体｣ は､ ｢正常｣ な身体へ矯正されると同時に､
規範的で ｢正常｣ な身体と自身の身体イメージとの間に ｢ズレ｣ が
生じることを認め､ 完璧でない ｢正常｣ な身体へと同一化すること
を強制されるという､ 矛盾に満ちた境遇に必然的に配置されるので
ある｡
もし ｢正常｣ な身体が到達不可能な幻想ならば､ ｢従順な身体｣
が､ ｢美の神話｣ に従順であるがゆえに ｢正常｣ の概念を攪乱して
いくという可能性も､ あり得るのではないか｡ ここではその一例と
して､ ｢整形中毒 (surgery junkies)｣ を取り上げたい｡ 整形中毒
とは､ 美容整形を過剰に繰り返す人物を指す用語である｡ ヴィクト
リア・ピッツテイラーの 『整形中毒 (Surgery Junkies)』 による
と､ 整形中毒者は ｢社会的に不穏 (socially disturbing)｣ なもの
としてスティグマ化されていると同時に､ 偏った身体イメージを持
つことから ｢身体醜形障害 (Body Dysmorphic Disorder)｣ とし
て病理化されるという (Pitts-Taylor, 5-6)｡ ｢美の神話｣ に対して
従属的であり､ ｢正常｣ な身体を追求して美容整形を受けるという
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｢美の神話｣ に服従し､ 美容整形を通じて ｢逸脱｣ から ｢正常｣ な
身体へと矯正される ｢正常／逸脱｣ モデルに則るのが ｢従順な身体｣
であれば､ 過度に従順であるがゆえに自ら ｢逸脱｣ した状態に留ま








稿では ｢美の神話｣ に対して過剰に従属的であるがゆえに､ 自らの




である｡ だが美容整形の繰り返しという行動の中に､ ｢正常｣ な身
体の限界を見出すことも可能だろう｡ ｢プラスティックな身体｣ が
術後の身体を ｢逸脱｣ として位置づけることは､ ｢美の神話｣ と美
容整形が ｢従順な身体｣ に強要する､ ｢正常／逸脱｣ モデルへの抵
抗としても捉えられる｡ さらに整形 ｢中毒｣ や整形 ｢依存｣ という
言葉からは､ ｢プラスティックな身体｣ の欲望の対象が ｢正常｣ な
身体の獲得ではなく､ それを欲望する行為としての美容整形そのも
のにあることも読み取れる｡ そしてその欲望する行為を通じて､ 美
に対して過剰に従順な ｢プラスティックな身体｣ たちは､ 達成すべ
き ｢正常｣ な身体そのものが存在し得ないことを､ 行為遂行的に暴




整形中毒者たちは､ ｢美の神話｣ の内部から ｢正常｣ な身体の虚構
性を暴き出すような､ おぞましき脅威としても捉えられるだろう｡
｢美の神話｣ は､ ｢正常／逸脱｣ モデルに準拠した ｢従順な身体｣
と同時に､ 過剰に従順であるがゆえに ｢正常｣ な身体を脅かす ｢プ
ラスティックな身体｣ をも生み出す｡ では現代の視覚文化において､
｢従順な身体｣ と ｢プラスティックな身体｣ はどのように描かれ､
語られ､ 見せられるのだろうか｡ 次節ではまず､ アメリカのリアリ
ティ番組 『エクストリーム・メイクオーバー (Extreme Makeover)』
(2002-2007) と 『ザ・スワン (The Swan)』 (2004) における ｢従
順な身体｣ の描写を読み解く｡ そして ｢美の神話｣ という規律に対
する身体の服従として美容整形が機能する仕組みと､ いかに ｢正常｣
な身体が ｢逸脱｣ の棄却によって構築されているのかを確認したい｡
3 . 『エクストリーム・メイクオーバー』､ 『ザ・スワン』 における
｢従順な身体｣
『エクストリーム・メイクオーバー (Extreme Makeover)』 は､
アメリカのテレビ局ABCにて放映された､ 美容整形を題材とする
リアリティ番組である｡ 本作は 2007 年までに 4 つのシーズンが放
送され､ 合計 54 ものエピソードが製作 (うち 2 つは未放送) され
るなど､ 美容整形を扱う番組としては先駆的な成功を収めた｡ 番組
には美容外科医のほかにスタイリスト､ 皮膚科医､ 歯科医､ パーソ
ナル・トレーナーらによって構成される ｢エクストリーム・チーム
(The Extreme Team)｣ なる集団が登場し､ 視聴者の中から選ば
れた出演者を､ 文字通り ｢劇的 (extreme)｣ に変身させる｡
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ピッツテイラーはリアリティ番組について､ ｢美容整形の意味が
生成される社会的に重要な場｣ (39, 拙訳) であると表現する｡ リ
アリティ番組に出演するのは､ 役者が演じるキャラクターではなく､
実在する人物である｡ しかしそこでは､ 出演者が予め選別され､ 撮









変身前の身体を ｢逸脱｣ したものとして縁取るための､ あらゆる工
夫が施されていることが分かる｡ 本番組はまず､ 美容整形を希望す
る出演者の語りから始まる｡ 彼／女らは自身の容姿によって苦しめ




















わない ｢逸脱｣ したものとして､ 術後の身体を ｢正常｣ なものとし
て映し出す｡ 出演者が規範的に ｢正常｣ な身体へと矯正されるとい
う意味で､ 本番組は明らかに ｢美の神話｣ に服従する ｢従順な身体｣
を映し出している｡ ここで本番組が ｢逸脱｣ した身体を否定的に捉
えることで､ 均質化された美の基準に迎合する ｢正常｣ な身体を強











彼女の外見は ｢逸脱｣ としてしるしづけられる｡ そして 『エクスト
リーム・メイクオーバー』 への出演権獲得が告げられたジニーンに､
まず美容外科医のフィッシャー医師が､ 大きさが均等でない胸を豊
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女の母は ｢この上なく美しい (exquisite)｣ 外見へと変貌を遂げた
ジニーンを､ ｢モデルにだってなれる｣ と評価する｡ そして画面に
は､ 硬い表情でカメラの前に立つ変身前の彼女と､ 笑顔を浮かべる
変身後の彼女の写真を並列したビフォー／アフターが映し出される｡
｢ほとんどの人にとって､ ジニーンは今普通 (normal) に見えてい




tics)｣ が､ ｢自然｣ な身体というロマンティックな概念を捨て去っ
てくれるのではないかと期待を寄せた (Balsamo, "On the Cutting
Edge" 226)｡ しかし 『エクストリーム・メイクオーバー』 におけ
るジニーンのエピソードでは､ パンクロッカーの ｢反美学｣ 的外見




いる｡ 彼女の当初の目的は､ ゴスの ｢逸脱｣ した外見から ｢正常｣
な状態へと変身することであった｡ しかし彼女の胸を左右均等にす





ンの術前の外見を ｢逸脱｣ とみなすことが､ 彼女の身体を ｢正常｣
とされる規範的状態へ服従させるための免罪符となっていることが
分かる｡ それは同時に､ 彼女の身体の問題のある部位を選別し､ そ
れらを ｢逸脱｣ として意味づけ､ また書き込むことによってのみ､
｢正常｣ な身体が立ち現れることをも示している｡ つまり､ 美容整
形などの美容術によって ｢美の神話｣ という規律＝権力に従属させ
られる､ ｢従順な身体｣ としてのジニーンのエピソードは､ ｢正常｣
な身体が ｢逸脱｣ の輪郭を安定させることを通じて打ち立てられて
いく､ 差異化のプロセスを描いたものでもあるのだ｡
『エクストリーム・メイクオーバー』 は 2004 年放送のシーズンに
て週間平均 700 万人以上の視聴者数を記録し､ 美容整形業界にも患






が､ 出演者らの身体を病理化することで､ ｢正常｣ な身体への矯正
をドラマティックなものとして演出していると苦言を呈する (66)｡
こうした番組の構成は､ 美容整形に対する過度な期待を煽る一方で､





FOXにて放送されたリアリティ番組 『ザ・スワン (The Swan)』
にも向けられる｡ 『ザ・スワン』 ではエピソードごとに､ 視聴者か
ら選ばれた整形手術志願者が 2人ずつ登場する｡ 外見によるコンプ
レックスや劣等感を語る彼女ら 本番組には女性の出演希望者し
か登場しない は､ 美容外科医､ 歯科医､ パーソナル・トレーナー





ることができない｡ 様々な美容術によって ｢生まれ変わった｣ 彼女
たちは､ どちらの変身がより ｢美しさ (beauty)｣､ ｢バランス
(poise)｣ と ｢全体的な変貌具合 (overall transformation)｣ の点
で優れているかを評価される｡ そして勝者には､ ファイナリストと
して ｢スワン・ページェント (Swan Pageant)｣ と称したコンテ
ストに出場する権利が与えられる｡ こうして全出演者の中から､ 最
も大きな変身を遂げた出演者が選出され､ 王冠を授かる｡
シュタインホフは 『ザ・スワン』 が､ 出演者の身体を美､ 階級､
人種､ ジェンダーの支配的な文化規範に一致する形へと､ 強制的に
変容させていると指摘する (Steinhoff 43)｡ またアリス・マーウィッ
クも 『ザ・スワン』 について､ 美容整形を個人の問題に対する道徳
的に正しい解決策やエンパワーメントとして位置づけることで正当
化する､ ｢ボディ・カルチャー・メディア (body culture media)｣
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の一例であると批判する (Marwick, "There's a Beautiful Girl
Under All of This" 252)｡ その中では ｢正常｣ な身体を強制する
｢美の神話｣ によってもたらされたはずの身体に対する劣等感が､
個人の問題という領域に還元されてしまう｡ 『ザ・スワン』 は､ ｢従
順な身体｣ が ｢逸脱｣ から ｢正常｣ へと変貌する様子を描くと同時
に､ 術後の ｢正常｣ な身体を階層化することで､ 美の基準を吊り上
げ､ 均質化する｡ しかし出演者らを競わせる 『ザ・スワン』 の番組
構成は､ ｢正常｣ が ｢逸脱｣ の棄却によってのみ生じるだけでなく､
その ｢正常｣ の内部でさらなる差異化を進めることでしか､ 最も美
しい ｢スワン｣ が生じ得ないことをも示している｡ この意味で 『ザ・
スワン』 における ｢従順な身体｣ が ｢正常｣ な容姿へ矯正されてい
くナラティヴの提示や､ そこでおこなわれる美の基準の吊り上げは､
まず ｢逸脱｣ した身体を様式化し､ それらを規制するというプロセ
スを経なければ､ 成立すらしないのである｡
4 . ｢従順な身体｣ か ｢プラスティックな身体｣ か 『Botched』
2014 年､ アメリカのテレビ局であるE!にて､ 『エクストリーム・
メイクオーバー』 や 『ザ・スワン』 のような既存の美容整形番組と
は異なる視座を打ち出したリアリティ番組､ 『Botched：整形手術
の光と闇 (Botched)』 の放送が始まった｡ 本番組は 2017 年までに
4つのシーズンが放送され､ 番組で手術を受けた出演者と彼／女ら
の執刀医であるテリー・ダブロウとポール・ナッシフがスタジオで
術後について語り合う 『Botched: Post OP』 (2014) や､ 医師らが
手術希望者のもとへ出張する 『Botched by Nature』 (2016) など
のスピンオフ番組も公開された｡
本作の最大の特徴は､ ｢大失敗した (botched)｣4 美容整形の再建




るナッシフの 2人が､ 彼／女らを ｢正常 (normal)｣ な姿 この
単語は番組内で頻繁に反復される に修復する｡ 各エピソードに





『エクストリーム・メイクオーバー』 や 『ザ・スワン』 と共通して
いる｡ しかしほとんどのエピソードで､ 3 人のうち 1人の出演者が
整形手術を断られる｡ 本節ではまず､ 『Botched』 にて手術を受け
られる患者と受けられない患者が､ ｢従順な身体｣ と ｢プラスティッ





シーズン 2 (エピソード 10) に登場するタニアのエピソードを取り









なしにしているんです｣ と語り､ 彼女の鼻を ｢逸脱｣ として位置づ





の写真が映し出されると､ 彼女の鼻がいかに ｢正常｣ な状態になっ




『Botched』 には､ 美容整形を繰り返す人物らが多数登場する｡ 130
回以上の美容整形によって顔だけでなく全身の筋肉をもインプラン





番組に出演するが､ 全員もれなく手術を断られる｡ シーズン 1の反
響を受けて制作された 『Botched Reunion: Show & Tell』 の前編
では､ 3 人がダブロウ､ ナッシフと対談し､ これからの美容整形の
予定を赤裸々に語る｡ 彼／女らに対してナッシフは､ 時折露骨に怪
訝な表情を浮かべつつ､ 美容整形の目的は ｢見た目や機能を改善し
たり 問題ある部分を正常にすることだ｣ (強調筆者) と説明す
・・・・・・・・・・・・
る｡ この言葉からは､ ナッシフがジャスティンらの外見を ｢問題あ
る｣ 身体とみなしていないことが分かる｡ 一方ジャスティン､ トビー､
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レイシーらは､ 美容整形を繰り返しつつも満足できず､ 今後も整形
手術を希望していることからも､ 未だに自身の身体を ｢逸脱｣ と位




の論考で､ 番組が ｢良い患者／悪い患者｣ という基準で出演者を選
別していたことを明らかにした｡ ｢良い患者｣ とは､ 健康的になる
見込みがあり､ 真剣で慎重な人物である｡ 彼／女らは自身の人生を
変容することを期待してはいけないし､ 外見を変えることに過度に
楽観的であってもいけない (Pitts-Taylor 66)｡ 逆に ｢悪い患者｣
は､ 比喩的であれ字義通りであれ､ 誰か他の人のような外見になり
たいと望み､ 劇的に外見を変化させ､ 人生をも変化させたいと望む
人物のことである (66-67)｡ ピッツテイラーによるとこうした ｢良
い患者／悪い患者｣ の基準は､ ASPS (アメリカ形成外科学会) や
ASAPS (アメリカ美容外科学会) によるヴィジョンであり､ この
指標とオーバーラップする形で 『エクストリーム・メイクオーバー』
への出演者が選ばれていたという (67)｡ つまり 『エクストリーム・




術後の身体を ｢正常｣ なものとして受け入れる ｢従順な身体｣ であ
るタニアの手術が受諾される一方で､ 自らの身体を ｢逸脱｣ とみな
し､ ｢正常｣ な身体を追い求めて美容整形を続ける ｢プラスティッ
クな身体｣ であるジャスティンらは､ 番組内での整形手術を拒否さ
れていた｡ すなわち 『Botched』 は､ ｢悪い患者｣ としての ｢プラ
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スティックな身体｣ への手術を承諾しないことを通して､ ｢従順な




リーム・メイクオーバー』 や 『ザ・スワン』 とは､ 明らかに異なる
視座を打ち出している｡ しかし逆説的に言えば､ 『Botched』 は
｢プラスティックな身体｣ を否定的に映し出すことで､ 彼／女らの
持つ ｢正常｣ な身体を攪乱する可能性を､ 抑制しようとしているの
ではないか｡ 美容整形をフーコーの権力論に基づいて論じるモーガ
ンは､ 美容整形は定義上 ｢選択的 (elective)｣ なものであるが､ そ
こには ｢(美容整形の) 技術を通じて完璧 (な身体) を成し遂げな
ければならないという圧力｣ (Morgan 157, 拙訳) が存在しており､
ゆえにそれは選択ではなく ｢強制｣ であると主張する｡ モーガンの
表現を借りると､ ｢プラスティックな身体｣ を否定する 『Botched』
には､ ｢美容整形の技術を通して ｢正常｣ な身体を成し遂げなけれ
ばならないという圧力｣ が潜んでいると言えるのではないか｡
このことを示すために､ シーズン 1 (エピソード 3) に出演する
キンバーを取り上げたい｡ トランスジェンダーの彼女は､ 23 歳ま
でに 24 回の美容整形を経験している｡ 彼女はこれまでの手術体験
を ｢やりすぎた｣ と反省し､ ｢もっと落ち着いて普通になりたい｡
もっと女性らしくなりたいの｣ と述べる｡ キンバーが過去の整形体
験を振り返りながら ｢これが終わったら整形手術はもう二度としな
い｣ と発言するシーンでは､ カメラに向かって ｢整形を繰り返して
きた患者の依頼は引き受けない時もあります｡ でも彼女は普通の
(natural) 体を希望していました｡ いいことです｣ と語るナッシ
フの姿も挿入される｡ そしてキンバーには､ ナッシフとダブロウ､






前述の通りナッシフは､ キンバーが術後の身体を ｢逸脱｣ として
捉える ｢プラスティックな身体｣ から､ ｢正常／逸脱｣ モデルに還
元可能な ｢従順な身体｣ へと変化していく様子を､ ｢いいことです｣
と表現した｡ キンバーがジャスティンら ｢プラスティックな身体｣
と異なるのは､ ｢従順な身体｣ を選択することによって美容整形を
受ける権利を手にしたという点である｡ つまり 『Botched』 は､ 整
形手術を施す代償として､ 術後の身体を ｢正常｣ な状態として受け
入れる､ もしくは妥協することを強制するのである｡ 第 2節で確認
した通り､ ｢プラスティックな身体｣ は､ ｢正常｣ な身体を追い求め
続けるというまさにその行為を通じて､ ｢正常｣ な身体が到達不可
能な幻想であることを､ 偶発的に暴き出す｡ ナッシフが美容整形の
目的を ｢問題ある部分を正常にすること｣ と説明した際､ ジャスティ
ンらはすぐさま ｢正常って何？｣ と返答したが､ これに対してナッ
シフは ｢君らが言うと説得力がある [. . .] 基準はそれぞれだ｣ と
笑いながら答える｡ ナッシフの歯切れの悪い回答は､ ｢正常｣ な身
体という覇権的な概念が､ その追求によって安定性を揺さぶられ､
根本的な再考を促されるようなものであることを示しているのでは
ないか｡ ｢プラスティックな身体｣ への美容整形を断り､ 術後の容
姿を ｢正常｣ と認めない彼／女らを ｢悪い患者｣ として描出するこ
となしに､ 『Botched』 が ｢正常｣ な身体を､ その脱自然化から防
ぐことは不可能である｡ なぜなら ｢正常｣ な身体を攪乱する可能性
を持つ ｢プラスティックな身体｣ を否定することによってのみ､
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｢美の神話｣ という規律＝権力が依拠する ｢正常｣ という虚構は､
首尾一貫した規則であるかのように振る舞えるのだから｡ この意味
で 『Botched』 における ｢プラスティックな身体｣ の否定的描出は､
｢従順な身体｣ に強制される ｢正常／逸脱｣ モデルが､ いかに ｢美
の神話｣ の安全弁となっているかを､ ｢プラスティックな身体｣ の
棄却を通じて露呈させていると言えるだろう｡
おわりに
本論では美容整形における ｢正常｣ な身体が､ どのように語られ､
描かれ､ 見せられてきたのかを､ 美容整形に関する先行研究の整理
と､ リアリティ番組の分析を通じて例証した｡ ｢美の神話｣ は､ 規










アの身体表象が批判される一方で､ 到達不可能な ｢正常｣ と自己の
身体イメージとの ｢ズレ｣ を受け入れることを必然的に伴う美容整
形が普及する現代社会の境遇は､ 本来同じであるはずの ｢プラスティッ
クな身体｣ と ｢従順な身体｣ を善悪の二元論に還元する､ ｢美の神
話｣ の矛盾が反映されたものとして解釈できるだろう｡




存在する｡ 本論の目的は､ 美容整形を ｢善／悪｣ の俎上に載せるこ
とではない｡ しかし美容整形に対する意見の多様性からは､ 美容整
形が患者の心理的な不安を取り除くものであると同時に､ 患者を









1 International Society of Aesthetic Plastic Surgery による "ISAPS
Global Statics" (www.isaps.org/news/isaps-global-statistics) を
参照｡
2 原文は Earnest, Hemingway. A Moveable Feast. London: Jona-
than Cape, 1964. であるが､ 翻訳は高野泰志によるのものを採用し
た (『引き裂かれた身体』 66-67)｡
3 The Seattle Times, "From "Extreme Makeover" that never was, a
tragedy" (www.seattletimes.com/nation-world/from-extreme-ma
keover-that-never-was-a-tragedy/) を参照｡
4 E! ZONE JAPAN の 『BOTCHED：整形手術の光と闇』 公式 HP
(http://www.ezonejapan.com/botched/) に記載されている番組説
明では､ ｢botched｣ という単語が ｢大失敗｣ と表現されている｡
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